
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
in
そ
お

志
布
志
保
健
所

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
０
２
１

　

あ
な
た
が
望
む
な
ら
何
歳
に
な
っ

て
も
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
法
則
に
つ
い
て
知
っ
て
得
す
る
ヒ

ン
ト
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

期　

日　

平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
受
付

　
　
　
　

午
前
10
時
開
演

場　

所　

大
崎
町
中
央
公
民
館

曽
於
郡
大
崎
町
仮
宿
１
０
２
９
番
地

入
場
料　

無
料

事
前
申
込　

不
要

特
別
講
演　

「
何
歳
か
ら
で
も
人
生
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
10
の
法
則
〜
愛
を
感
じ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

講
師　

広
島
県
立
障
害
者
療
育
支
援

セ
ン
タ
ー　

わ
か
ば
療
育
園
園
長

河
野　

政
樹　

さ
ん
（
小
児
科
医
）

難
病
に
か
か
る
「
新
た
な
医
療
費

助
成
制
度
」
の
開
始
に
つ
い
て

県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
‐
２
１
８
‐
３
１
３
４

志
布
志
保
健
所

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
０
２
１

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
「
難
病
の
患

者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
伴
い
「
新
た
な
医
療

費
助
成
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

▽ 

助
成
対
象
が
56
疾
患
か
ら
約
３
０

０
疾
患
に
段
階
的
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▽ 

月
額
自
己
負
担
限
度
額
の
金
額
・

算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

▽ 

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

県
が
指
定
す
る「
指
定
医
療
機
関
」

が
行
う
特
定
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

※ 
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
に
係
る

手
続
き
の
詳
細
な
ど
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
保
健
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　

入
校
生
募
集

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職
業

能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
県
が
設

置
し
て
い
る
職
業
訓
練
校
で
す
。

応
募
科
名　

電
気
設
備
科

定　

員　

20
名

訓
練
期
間　

2
年

応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
者
を
含
む
）
若
し
く
は
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
方

願
書
受
付　

▽
Ｃ
日
程　

平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）
ま
で

▽
Ｄ
日
程　

平
成
27
年
２
月
13
日
（
金
）
ま
で

試
験
日　

▽
Ｃ
日
程　

平
成
27
年
１
月
26
日（
月
）

▽
Ｄ
日
程　

平
成
27
年
２
月
22
日（
日
）

試
験
科
目　

筆
記
試
験（
総
合
問
題
）、

面
接

※ 

問
題
例
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す

合
格
発
表

▽
Ｃ
日
程　

平
成
27
年
２
月
５
日（
木
）

▽
Ｄ
日
程　

平
成
27
年
３
月
４
日（
水
）

今
冬
に
お
け
る
節
電
へ
の

　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　

今
冬
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
の
再
稼
働
が
な
い
場
合
、
可

能
な
限
り
の
供
給
力
対
策
を
織
り
込

む
こ
と
で
、
安
定
供
給
に
必
要
な
予

備
力
を
何
と
か
確
保
で
き
る
見
通
し

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
電
力
需
要

の
急
増
や
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
よ
り
厳
し
い

需
給
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
冬
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
節
電
を
目
安
に
、
お
客
さ
ま

の
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活
動

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
可
能
な
限
り

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

平
成
26
年
12
月
１
日
（
月
）

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
の
平
日

※ 

年
末
年
始
12
月
29
日
（
月
）
〜

　

１
月
２
日
（
金
）
を
除
く

時
間
帯　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

※ 

特
に
電
気
の
使
用
が
集
中
す
る
午

前
８
時
〜
午
前
11
時
、
午
後
５
時

〜
午
後
８
時
は
重
点
的
に
節
電
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

曽
於
警
察
署

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

　

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。

　

１
１
０
番
通
報
が
警
察
へ
の
緊
急

通
報
手
段
と
し
て
定
着
し
て
い
る
一

方
、
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

相
談
等
の
通
報
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
適
切
な
１
１
０

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▽ 

１
１
０
番
通
報
は
、
事
件
や
事
故

等
が
発
生
す
る
な
ど
警
察
に
よ
る

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
す
る
場
合

の
警
察
へ
の
緊
急
手
段
で
す
。

▽ 

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦

情
等
に
つ
い
て
は
曽
於
警
察
署
へ

連
絡
す
る
か
警
察
相
談
専
用
電
話

「
♯
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Ｏ
Ａ
事
務
実
践
科
受
講
生
募
集
!!

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

　

企
業
の
総
務
部
門
へ
の
就
職
を
目

標
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
、
帳
票
の
作

成
や
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
作
成
、
更
新
、

画
像
編
集
な
ど
の
知
識
・
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を

行
っ
て
い
る
方
で
、
雇
用
保
険
を
受

給
で
き
な
い
方
。

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
制
度

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職

者
の
方
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
指

示
に
よ
り
職
業
訓
練
を
受
講
し
、
訓

練
期
間
中
に
訓
練
を
受
け
や
す
く
す

る
た
め
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

訓
練
期
間

平
成
27
年
３
月
20
日
〜
６
月
19
日

（
３
カ
月
間
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

訓
練
実
施
施
設

た
か
ら
べ
森
の
学
校（
旧
財
部
北
中
）

曽
於
市
財
部
町
北
俣
５
４
１
０
‐
１

定　

員　

15
名

受
講
料　

無
料

※ 

教
材
費
等
９
０
２
８
円
は
自
己
負

担
で
す
。

募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
19
日
〜

平
成
27
年
２
月
25
日

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す（
無
料
・
要
予
約
）

▽
実
施
日　

毎
週
木
曜
日

▽
時
間　

午
後
３
時
か
ら

▽
会
場　

た
か
ら
べ
森
の
学
校

▽
予
約
先　

０
９
８
６-

２
８-

６
１
２
０

お
問
い
合
わ
せ

　

訓
練
の
内
容
や
、
受
講
給
付
金
制

度
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
育
児
の
日
」・「
食
育
の
日
」

　
　
　
　

の
推
進
に
つ
い
て

曽
於
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
５
９
５
８

　

曽
於
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
毎
月
19
日
を
育
児
の
日
・
食
育

の
日
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

育
児
の
日
と
は

１　

 

育
児
の
日
を
、
各
職
場
の
ノ
ー

残
業
デ
ー
に
設
定
し
、
労
働
者

を
家
庭
に
帰
す
。

２　

 

育
児
の
日
を
、
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
日
に
設
定
。

３　

 

育
児
の
日
を
、
職
場
へ
の
子
ど

も
参
観
日
に
設
定
。

４　

 

育
児
の
日
に
、
か
ご
し
ま
子
育

て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
る　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

※ 

鹿
児
島
県
で
は
１
〜
４
ま
で
の
項

目
を
取
り
組
む
企
業
・
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
県

青
少
年
男
女
共
同
参
画
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

食
育
の
日
と
は

　

毎
月
19
日
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

食
事
を
心
が
け
た
り
、
地
場
産
物
の

料
理
や
郷
土
食
を
楽
し
ん
だ
り
、
家

族
揃
っ
て
食
卓
を
囲
む
な
ど
、
生
活

の
基
本
で
あ
る
食
生
活
を
考
え
る
日

で
す
。

楽
し
い
工
作
教
室

紙
飛
行
機
を
作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う

都
城
高
専　

総
務
課
企
画
係

☎
０
９
８
６
‐
４
７
‐
１
３
０
６

　

ケ
ン
ト
紙
を
切
り
抜
き
、
は
り
合

わ
せ
て
紙
飛
行
機
を
作
っ
て
飛
ば
し

て
み
ま
す
。
実
際
に
飛
ば
し
て
み
る

と
「
も
っ
と
高
く
」「
も
っ
と
長
く
」

「
遠
く
へ
」
飛
ば
し
た
い
と
思
う
こ

と
か
ら
、
て
い
ね
い
に
作
る
工
夫
が

生
ま
れ
ま
す
。

日　

時　

平
成
27
年
２
月
８
日（
日
）

１
回
目　

午
前
10
時
〜
正
午

2
回
目　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
１
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
は
都
城
高
専
お
も
ち
ゃ
病
院

も
同
日
開
催
で
す
。

対
象
者　

小
学
生

※
小
学
校
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同

　

伴
と
し
ま
す
。

募
集
人
員　

各
15
人
程
度

講
習
料　

無
料
（
保
険
料
50
円
は
別

途
必
要
）

講　

師　

都
城
高
専
職
員

場　

所　

都
城
高
専

申
込
期
限　

平
成
27
年
１
月
20
日

申
込
手
続　

は
が
き
、
メ
ー
ル
で
記

載
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
記
載
事
項　

①
講
座
名
お
よ
び
午
前
か
午
後
ど
ち

ら
か
１
つ　

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
性
別　

④
郵
便
番
号
、
住
所　

　

⑤
連
絡
先　

⑥
学
校
名
・
学
年　

　

⑦
保
護
者
氏
名
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